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中
之
島
オ
ン
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

ナカノシマ大学

申し込み受付中!

釈 徹宗×髙島幸次
  「大阪の神さん、仏さん」

〈神さん編〉その3　



　

サ
ン
ト
リ
ー
本
社
の
向
か
い
、
堂
島
ロ
ー
ル
で
お

な
じ
み
［
モ
ン
シ
ュ
シ
ュ
］
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
ギ

フ
ト
も
誕
生
。「
山
崎
」
や
「
白
州
」
の
ミ
ニ
ボ
ト
ル

と
、
中
之
島
の
バ
ラ
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
バ
ラ
の

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
。
と
も
に
麦
か

ら
生
ま
れ
た
逸
品
が
堂
島
で
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
、

名
付
け
て
「
堂

島
の
再
会
」。
島

民
の
、
島
民
に

よ
る
、
島
民
の

た
め
の
贈
答
品

は
2,
5
0
0
円
。

●
ウ
イ
ス
キ
ー
×
焼
き
菓
子
の
堂
島
コ
ラ
ボ
。

そ
の
１
個
１
個
に
個
性
が
あ
る
。
組
み
合
わ

せ
れ
ば
、
単
な
る
留
め
具
で
は
な
く
、
世
界

に
一
つ
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が

で
き
る
と
考
え
た
ん
で
す
」
と
い
う
。

　
「
組
み
合
わ
せ
」
が
基
本
だ
か
ら
、
発
想

と
工
夫
次
第
で
可
能
性
は
広
が
る
。
ブ
ラ
ン

ド
の
原
点
で
あ
り
、
今
や
定
番
商
品
と
な
っ

た
色
と
り
ど
り
の
ボ
タ
ン
と
布
の
ブ
ロ
ー
チ
。

刺
繍
作
家
と
の
コ
ラ
ボ
で
作
る
刺
繍
シ
ャ
ツ

や
エ
ン
ブ
レ
ム
。
ボ
タ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
や
型
に
活
か
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
と
人
を
つ
な
ぎ
、
留
め

る
仕
事
ぶ
り
は
、
さ
す
が
ボ
タ
ン
の
専
門
店

な
の
で
あ
る
。
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国
産
洋
酒
メ
ー
カ
ー
の
草
分
け
た
る
サ
ン

ト
リ
ー
は
、
単
に
「
飲
む
」
だ
け
で
な
く
、

食
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
と
も
に
洋
酒
文
化

の
か
ぐ
わ
し
く
奥
深
い
世
界
を
紹
介
し
て
き

た
。
堂
島
浜
の
本
社
１
階
に
並
ぶ
２
つ
の
店

に
も
、
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
し
っ
か
り
貫
か
れ

て
い
る
。

　

ソ
フ
ァ
と
暖
炉
が
寛

い
だ
雰
囲
気
を
醸
す
ウ

イ
ス
キ
ー
シ
ョ
ッ
プ

［
Ｗ
．］
は
「
女
性
が
訪

れ
た
く
な
る
ウ
イ
ス
キ

ー
の
あ
る
部
屋
」
を
イ

メ
ー
ジ
。
壁
一
面
の
棚

に
は
国
産
、
ス
コ
ッ
チ

を
は
じ
め
同
社
の
誇
る

１
０
０
種
も
の
ボ
ト
ル
。

カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
有
料

で
試
飲
も
で
き
る
し
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
（
組
み

合
わ
せ
）
の
提
案
、
ビ
ギ
ナ
ー
向
け
の
ハ
イ

ボ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
愉

し
み
を
広
げ
る
仕
掛
け
を
続
々
と
展
開
中
。

一
方
の
ワ
イ
ン

専
門
店
［
カ
ー

ヴ
・
ド
・
ヴ
ァ

ン
］
は
、
ワ
イ

ン
貯
蔵
庫
が
丸

ご
と
店
に
な
っ

た
よ
う
な
空
間
。

常
時
１
０
０
０

種
類
以
上
を
取

り
揃
え
、
毎
週

木
曜
日
は
銘
柄

限
定
で
試
飲
も

可
。
ま
だ
ま
だ

一
般
家
庭
に
は
ワ
イ
ン
な
ど
馴
染
み
が
な
か

っ
た
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
の
開
店
と
い

う
か
ら
、
ウ
イ
ス
キ
ー
よ
り
も
先
に
「
赤
玉

ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」（
明
治
40
年
発
売
）
で
名

を
馳
せ
た
会
社
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。

　

両
店
の
店
長
を
兼
ね
る
阿
部
浩
二
さ
ん
は

「
お
酒
に
酔
う
と
い
う
よ
り
味
わ
う
こ
と
、

美
味
し
い
も
の
を
見
つ
け
る
の
が
僕
自
身
大

好
き
。
そ
ん
な
出
会
い
を
提
供
で
き
れ
ば
」。

こ
こ
へ
来
れ
ば
き
っ
と
、
芳
醇
な
る
“
洋
酒

天
国
”
へ
の
扉
が
開
く
。

定番銘柄に加え、この店限定のオリ
ジナルボトルも売り切れ御免で販売。
月１回のミニセミナーも。試飲は
15mlで200円 ～。 ☎06-6341-3123
　11:00AM ～ 7:00PM　土・日祝休

ウイスキーショップ［W.］

サントリーが扱う世界各国のワイン
をほぼ網羅している。ワインアドバ
イザーが常駐し、気軽に相談に乗っ
てくれる。☎06-6345-6544　10:30 
AM ～ 6:30PM　土・日祝休

カーヴ・ド・ヴァン

試飲の際は、専門スタッフがウ
イスキー選びや飲み方のアドバ
イスも。ただしバーではなく、あ
くまでショップなので、念のため。

室温15℃に設定されたセラ
ーは、めくるめくボトルの宝
庫。ちなみに阿部店長は華や
かでフレッシュな味わいの

「ブルゴーニュ派」だとか。

NAKANOSHIMA 
ONLY SHOP  
官公庁やオフィスビルが集まる中之島だからこそ、
インディペンデントにがんばる店の存在は際立つ。
中之島という土地に愛着を感じている店であればなおさら。
この街にしかない「オンリーショップ」とも言うべき店々の、
人やものから、この街らしさとは何かを読み解いてみよう。
取材・文／大迫 力　松本 創（共に本誌）

　

そ
の
昔
、
谷
町
筋
の
天
満
橋
か
ら
谷
町
４

丁
目
あ
た
り
は
紳
士
既
成
服
の
一
大
生
産
拠

点
だ
っ
た
そ
う
だ
。
明
治
の
頃
か
ら
大
阪
城

周
辺
に
は
軍
の
施
設
や
役
所
が
多
く
、
軍
服

や
制
服
を
作
る
店
が
集
ま
っ
た
ら
し
い
。
表

地
を
扱
う
羅
紗
屋
、
裏
地
屋
、
仕
立
て
屋
…

と
分
業
体
制
で
約
２
０
０
軒
。
昭
和
26
年

（
１
９
５
１
）
創
業
の
［
丸
善
ボ
タ
ン
］
は
、

か
つ
て
こ
の
界
隈
に
15
軒
近
く
あ
っ
た
ボ
タ

ン
専
門
店
の
一
つ
だ
。

　

そ
ん
な
街
の
記
憶
を
と
ど
め
る
老
舗
が
婦

人
服
方
面
へ
進
出
し
た
の
は
５
年
ほ
ど
前
。

同
時
に
卸
売
だ
け
で
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
を
作
っ
て
小
売
に
も
力
を
入
れ
始
め
た
。

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
シ
ョ
ッ
プ
が［Bota Buro

］

だ
。
３
代
目
社
長
の
岸
本
知
子
さ
ん
は
「
ボ

タ
ン
は
素
材
、
色
、
デ
ザ
イ
ン
や
サ
イ
ズ
も

多
彩
で
、
う
ち
で
扱
う
だ
け
で
も
数
万
種
類
。

芳
醇
な
る〝
洋
酒
天
国
〞へ
よ
う
こ
そ
。

ウ
イ
ス
キ
ー
シ
ョ
ッ
プ﹇W

..

﹈／
カ
ー
ヴ・ド・ヴ
ァ
ン

個
性
派
ボ
タ
ン
で
、

モ
ノ
と
人
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

B
o
ta

 B
u
ro

水牛の角、貝、ナット、メタルに樹脂。素
材も色もさまざまなボタン。かつて業界で
は「ボタンを見れば服の値段が分かる」と
言われたそう。

社内の製作スタッフによる発案、作
家や他店とのコラボで商品は広がり
続けている。季節ごとにテーマを定
め、新作発表を兼ねた企画展も。

　

丸
善
ボ
タ
ン
が
中
心
と
な
っ
た
「
大
阪
ラ
ボ
」
と

い
う
研
究
会
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
や
工
房
の

仕
事
を
掘
り
起
こ
し
、
コ
ラ
ボ
に
よ
る
新
た
な
メ
イ

ド
イ
ン
大
阪
商
品
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
中
。

「
安
い
海
外
製
品
を
大
量
消
費
す
る
社
会
か
ら
、
個
々

の
生
活
単
位
に
根
差
し
た
流
通
や
働
き
方
を
取
り
戻

し
た
い
」
と
岸
本
さ
ん
。
成
果
は
10
月
に
同
社
１
階

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
予
定
。

●「
メ
イ
ド
イ
ン
大
阪
」を
追
求
す
る
ラ
ボ
。

お店に並ぶボタンをふんだんに使っ
たアクセサリーや服、帽子などはす
べて同社スタッフや作家による一点
もの。もちろん、ボタンのみの販売
も。お気に入りのボタンを選んで作
るアクセサリー講習会も毎月２回。
☎06-6942-2261　11:00AM ～
6:00PM　日・祝＆第１·３土曜休

B
ボ タ

ota B
ブ ロ

uro
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since1976

since1951
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中
之
島
の
川
や
緑
に
心
が
落
ち
着
く
と
い

う
人
は
多
い
。
昨
年
10
月
に
開
店
し
た
［
駒

鳥
文
庫
］
の
村
上
淳
一
さ
ん
も
、
そ
ん
な
環

境
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
一
人
だ
。
阿
倍
野
の

老
舗
古
書
店
［
黒
崎
書
店
］
で
５
年
間
修
業

し
た
後
、
思
い
立
っ
て
独
立
。「
ど
う
せ
や

る
な
ら
他
に
は
な
い
品
揃
え
で
」
と
、
専
門

学
校
に
通
う
ほ
ど
大
好
き
だ
っ
た
映
画
関
連

の
本
を
専
門
に
扱
う
こ
と
に
し
た
。
映
画
論

や
批
評
と
い
っ
た
硬
派
な
も
の
か
ら
、
監
督

や
俳
優
が
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
、
雑
誌
、
上
映

時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
で
蔵
書
は
約

２
０
０
０
冊
。
往
年
の
銀
幕
ス
タ
ー
の
ブ
ロ

マ
イ
ド
も
揃
う
。「
映
画
な
ら
ど
ん
な
も
の

で
も
分
け
隔
て
な
く
好
き
。
邦
画
で
も
洋
画

で
も
、
新
し
い
も
の
も
古
い
も
の
も
見
ま
す

よ
」
と
い
う
村
上
さ
ん
の
映
画
愛
が
そ
の
ま

ま
本
棚
に
な
っ
た
よ
う
な
空
間
だ
。
さ
ら
に
、

建
築
映
画
の
上

映
会
や
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
制
作

の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し

た
り
と
、
映
画

を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
積
極
的
に

仕
掛
け
て
い
る
。

　

以
前
、
こ
の
近
く
に
住
み
、
街
の
雰
囲
気

を
知
っ
て
い
た
と
い
う
村
上
さ
ん
。
開
店
に

あ
た
っ
て
も
、「
せ
っ
か
く
足
を
運
ん
で
も

ら
う
ん
だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
水
や
緑
が
近
く
に
あ
る
、

の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
の
場
所
を
選
ん
だ
。

コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
け
る
窓
際
の
小
さ
な
テ

ー
ブ
ル
席
に
座
っ
て
、
本
と
一
緒
に
そ
ん
な

空
気
も
味
わ
っ
て
み
た
い
。

ワン&オンリーな個性派が集う

天満・滝川公園アラウンドをゆく。
川と緑、そこに流れる空気に惹かれて、天満にある小さな公園の周りには、

ここ数年古本屋さんや雑貨ショップが集まりつつある。
少し古びたビルの１室を自分流にアレンジした空間は、どれも個性全開だ。

取材・文／大迫 力（本誌）

　インテリアデザイナーが本業のつかだよしひろさ
ん。古本好きが高じて借りた倉庫兼事務所を、「自
分の好きな本を気に入る人がいるかもしれない」と
貸本喫茶をスタート。開店して１年半ながら、図書
館員（会員）はすでに130人。手作り市で知り合っ
た作家の雑貨を販売したり、イラストレーターのミ
ニ展示を行ったり、「好きなものをたくさんの人と
共有したい」という想いがじわじわと広がっている。
☎06-7174-0234　12:00PM 〜7:00PM　月・火曜休

時
ときいろ

色

ただの会社ビルと思いき
や、２階には小さなショ
ップが大集合。アーティ
ストグッズや雑貨を扱う

［tobuhon］、モロッコ雑
貨の［nora］、ギャラリ
ー［hitoto］など、顔ぶ
れもさまざま。店主が他
の仕事と兼業のため、ほ
とんどが週末のみの営業
というのも面白い。

鉄道広告社ビル

先ほど紹介した［駒鳥文
庫］が１階に入るのがこ
ちら。そのほか、２階に
はアンティーク雑貨を扱
う［夜長堂］のショップ
兼事務所もある（不定
休）。建築好きなら、古
い中にも味のあるビルの
内装にも注目。

タツタビル

街
の
空
気
に
寄
り
添
っ
た
、

映
画
専
門
古
本
店
。

駒
鳥
文
庫

木製の大きな本棚は村上さんが知り合いの
家具職人に作ってもらったもの。「少し年
季が感じられるようにしてもらいました」。
どおりであたたかみのある印象に。

数ある蔵書の一部。映画の本ってこんなに
あったのかと驚いてしまう。動く映像に関
わる全般がとにかくお好きな村上さん、店
では古いカメラなども販売している。

可愛らしい外観ながら、古本好きに人気の
保育社カラーブックスを大量にストックす
るところがニクい。古本上級者も楽しめる。

好きなものをみんなで。小さな「図書室」。

   「もともと本が好きでたくさん集めすぎたので、
それなら売ってしまおうと思って（笑）」。そんな思
い切った理由で古本屋を始めてしまった吉村祥さん
は26歳。古本屋業界ではかなりの若手だ。マンガや
雑誌、絵本など誰でも手に取りやすい本をあえて中
心にした品揃えながら、「今後はもっとジャンルを広
げて、どんな本でも置けるようになりたい」と気合
は十分。雑貨や文房具、ＣＤなどもあり、隅々まで
要注目。☎06-7860-7388　12:00PM 〜 8:00PM　月曜休

F
フ ォ ー ク

OLK
ビギナーにはちょうど良い古本屋さん。

日本でも珍しい映画関連書籍を専門
に扱う古書店。「映画の話など、な
んでも気軽に聞いてください」と村
上さん。ちなみに店名の「駒鳥」は
映画で１コマずつ撮影した写真をつ
なげて映像にする「コマ撮り」に由
来。買い取りも行う。☎06-6360-
4346　12:00PM ～ 7:00PM　月曜休

駒鳥文庫

NAKANOSHIMA 
ONLY SHOP  
since2010

コーヒーを飲みながら手紙を書く「お手紙
部」があったり、［時色］を中心にしてた
くさんのコミュニティが生まれている。

滝
川
公
園

天
満
橋
筋

天
神
橋
筋

駒鳥文庫

堂島川



で
き
た
も
の
が
も
し
合
わ
な
く
て
も
す
ぐ
直

せ
る
し
、
何
よ
り
お
客
さ
ん
が
安
心
し
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
。

久
木
元
さ
ん
が
丁
寧
に
採
寸
し
、
起
こ
し
た

パ
タ
ー
ン
を
元
に
、
多
い
時
に
は
４
人
の
職

人
が
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
縫
製
、
ボ
タ
ン

付
け
、
仕
上
げ
ま
で
を
す
べ
て
手
作
業
で
行

っ
て
い
る
。

　
「
お
客
さ
ん
の
中
に
は
遠
方
か
ら
来
て
く

だ
さ
る
方
も
多
い
ん
で
す
。
長
い
方
だ
と
小

一
時
間
ぐ
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し
な
が
ら

オ
ー
ダ
ー
を
聞
く
。
そ
し
て
、
川
沿
い
の
遊

歩
道
を
散
歩
し
て
帰
っ
て
行
く
。
だ
か
ら
こ

の
場
所
に
あ
る
こ
と
は
、
お
も
て
な
し
の
よ

う
な
も
の
な
ん
で
す
よ
」。
シ
ャ
ツ
を
オ
ー

ダ
ー
し
、
職
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
を
受
け
取
る
、
そ
ん
な
一
連
の
時
間
の
流

れ
も
ま
た
、
こ
の
店
が
生
む
メ
イ
ド
イ
ン
中

之
島
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
。
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中
之
島
で
ゆ
っ
く
り
育
ま
れ
る

オ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ツ
。

L
E

S
 L

E
S

T
O

N

オーダー方法はフルオーダー（30,000
円～）のほか、襟の形など細部だけの
パターンオーダー（20,000円～）も
ある。レディメイドのオリジナルシャ
ツも販売しており、メンズは15,000
～ 25,000円、レディースは18,000
～ 28,000円。☎06-6448-8330　
11:00AM ～ 8:00PM　日・祝休

L
レ ス

ES L
レ ス ト ン

ESTON

 　
「
美
術
館
が
あ
り
、
歴
史
が
豊
か
。
文
化

的
で
上
品
な
と
こ
ろ
が
好
き
な
ん
で
す
」

　
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
シ
ャ
ツ
の
専
門
店［LES 

LESTON

］
の
店
主
・
久
木
元
亨
さ
ん
は
、

以
前
本
誌
で
取
り
上
げ
た
際
に
、
中
之
島
の

イ
メ
ー
ジ
を
こ
ん
な
風
に
語
っ
た
。
当
時
店

が
あ
っ
た
旧
ダ
イ
ビ
ル
が
改
修
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
も
な
お
、
新
た
に
で
き
た
中
之
島

ダ
イ
ビ
ル
に
店
を
移
し
た
。
中
之
島
へ
の
愛

着
は
、
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

店
を
構
え
る
だ
け
で
な
く
、
シ
ャ
ツ
を
作

る
現
場
も
中
之
島
に
こ
だ
わ
る
。「
職
人
が

手
を
動
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
よ
う
と
思

う
と
、
や
っ
ぱ
り
近
く
に
い
な
い
と
ダ
メ
。

シャツに合わせるネクタイなども一緒に提
案。財布やカードケースといった革製品も、
アイテムを厳選して置いている。ディスプ
レイのしかたも実に粋である。

店主の久木元さん。中之島界隈のクリエイターと
は旧ダイビル時代から「ご近所さん」的に仲が良
く［LES LESTON］のシャツ愛用者も多い。

　［MJB珈琲店］と言えば曜日ごとに豆が変わる
「七色の珈琲」で有名だが、コーヒーだけでなく、
ここでしか飲めないビールがある。箕面市にある

「箕面ブリュワリー」の勧めを受けたビール愛好
家の社長・横井純一さん。さっぱりとしていて飲
みやすいピルスナータイプを選び、「淀屋橋麦酒」
と命名した。二条大麦とホップのみを原料とした
麦芽100％のビールは、低カロリーなことから「会

社帰りの女性がよく飲
まれますね」。
　ただ、「そのまま出す
だけでは面白くない」と
考えた横井さん、お得意
の水彩画で淀屋橋の風
景を描き、ラベルの図柄

を逆提案。中央公会堂が橋の向こうに見え隠れす
る、地元感溢れるこのデザインが誕生した。お酒
と水彩画、ご本人曰く「両方とも好きが高じてで
きた」ビールを飲めば、これまで以上にシマへの
愛着が湧くこと間違いなしか。

　2008年に開店した［Ｍデリ＆バーガー］の中
之島バーガー。松阪牛100％のパティを使用し、
噛めば肉汁が溢れる贅沢感たっぷりのハンバーガ
ーだ。
　生みの親は、［Ｍデリ＆バーガー］と共に中之
島で［松阪牛焼肉Ｍ］を経営している巽益章さん。

「ハンバーガーの方が焼
肉よりも手軽に松阪牛
の美味しさを知っても
らえるから」と、焼肉店
に併設する形でハンバ
ーガーショップを開店
した。「大阪の食べもの
というと、＂こなもん＂のことばかり言われるで
しょう。他にも美味しいものがたくさんあるのに」
と巽さん。地元だけでなく他府県の人にも知って
もらうべく、「会社が多く、出張や転勤などで大
阪以外の街から人が集まる中之島で」と思い立っ
た。それまで淀屋橋にあった店舗も一緒に移転し
たというところからも、中之島へかける想いが伝
わってくる。

インテリアも重厚で落ち着い
た雰囲気の店内は、コーヒー
の香りに誘われた多くの客で
昼夜問わずにぎわう。淀屋橋
麦酒は620円（ミックスナッツ
付き）、持ち帰りの場合は１本
500円。 ☎06-6203-0078 
7:30AM ～ 10:00PM（土曜8:00
AM ～ 6:00PM、祝日9:00AM
～ 6:00PM）　日曜休

MJB珈琲店

中之島バーガー（680円）の他にも、「中之島ビーフサンド」
や「中之島カレーパン」など、中之島を冠したメニュー
はどれもが松阪牛を使用しており、平日は「今日は少し
贅沢しよか」と近所の会社の人たちに、休日は子連れ客
や国立国際美術館帰りのカップルに人気を呼んでいる。
☎06-6446-0100　11:00AM ～ 7:00PM　無休

Ｍデリ＆バーガー

ラベルには淀屋橋に中央公会堂も。
これぞまさしく「地ビール」。

大阪の食は＂こなもん＂のみにあらず、を
掲げる島民ご当地バーガー。

NAKANOSHIMA 
ONLY SHOP  
since1986

ONLY SHOP JOURNAL

「地元味」を目指して。
街の人に愛される「地元味」になりたいと、名前に地名が付いたフードやドリンクを出す店がある。

そこに込められた想いとはどんなものなのだろうか。
取材・文／金 哲志（本誌）

［Ｍデリ&バーガー］の
中之島バーガー

［MJB珈琲店］の
淀屋橋麦酒



　

中
之
島
に
移
っ
て
き
た
時
に
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
に
い
ろ
い
ろ
調
べ

て
、
中
央
公
会
堂
の
よ
う
な
近
代
建
築
か
ら
、

国
立
国
際
会
議
場
み
た
い
な
ハ
イ
テ
ク
な
新

し
い
も
の
ま
で
、
混
在
し
て
い
る
と
い
う
か

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る

ん
だ
な
と
実
感
し
た
。

　

文
化
っ
て
、
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
を
遂

げ
る
べ
き
だ
と
思
う
し
、
遂
げ
な
い
と
た
ぶ

ん
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
も
の
づ
く
り
は
や

っ
ぱ
り
、
そ
の
時
代
に
合
わ
せ
て
明
快
な
解

答
を
出
す
こ
と
も
必
要
だ
か
ら
、
ラ
ジ
カ
ル

さ
（
過
激
さ
）
も
大
事
だ
と
思
う
。
切
れ
味

が
良
い
も
の
は
時
間
が
経
っ
て
も
残
っ
て
い

く
。
例
え
ば
岩
本
栄
之
助
が
中
央
公
会
堂
を

建
て
た
と
き
の
勢
い
や
魂
に
は
、
誰
も
が
敬

意
を
払
っ
た
と
思
う
し
、
で
き
上
が
っ
た
時

に
は
き
っ
と
「
こ
の
建
物
を
み
ん
な
で
育
て

よ
う
」
と
い
う
気
分
に
な
っ
て
い
た
と
思
う

ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
志
の
あ
る
建
物
は
大

好
き
で
す
ね
。

　

こ
う
い
う
「
時
代
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」

み
た
い
な
も
の
が
あ
る
場
所
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
と
考
え
る
と
、
文
化
が
育
ち
や
す
い
場
所

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。［graf
］
も
、

　神社やお寺のありよう、街の人々との
関わりから、大阪の歴史を解き明かそう
とする対談シリーズ。通算第3回目とな
る今回は、いよいよ〈神さん編〉の最終
回。髙島幸次先生がかねてから強調して
いる、「大阪の神社の最大の特徴は、夏
祭りの規模が他の都市と比べて大きいこ
と」、そのゆえんが明らかになる。

　数ある夏祭り
の中でも別格の
存在感を放つの
は、やはり天神
祭。千年を超え

る歴史や、その見どころについても、専
門家である髙島先生にたっぷりと紹介し
てもらう。
　また、宗教学者であり浄土真宗本願寺
派の住職でもある釈徹宗先生による、仏
教やその他の宗教からの視点も加わるこ
とで、大阪のこうした宗教的特性がより
いっそう詳しく明らかになること間違い
なし。１回目から聞いている方はもちろ
ん、今回から聞いても十分に楽しめます。

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、
ファックスについては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の
必要事項を明記してください。ハガキ、ファックスでお申し込みの
方は、講座名を必ずお書き添え下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学7月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

大阪の神さん、仏さん〈神さん編〉その3
講師／釈 徹宗　髙島幸次
日時／ 7月22日（金）　7:00PM ～（開場6:30PM ～）
会場／追手門学院 大阪城スクエア（6Ｆ）
受講料／1,500円　定員／200名
主催／ナカノシマ大学事務局
協賛／追手門学院大学
協力／大阪21世紀協会

募
集
要
項

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

ケータイからは
こちら！→

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

2011年
7月講座

天神祭の見どころ紹介も!
大阪の神社の最重要行事
 「夏祭り」に迫る。
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「
中
之
島
に
い
る
こ
と
」の
意
味
。

取
材
・
文
／
大
迫 

力　

金 

哲
志（
共
に
本
誌
）

今回の会場となる追
手門学院大阪城スク
エアでは、天神祭に
あわせて「お迎え人
形」を展示中。

「
天
神
祭
図
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
）

﹁
お
迎
え
人
形
﹂が

　
お
出
迎
え
!

連続講座「大阪の歴史をやり直す」

❷宗教  大阪の神さん、仏さん〈神さん編〉その3
対談／釈 徹宗（浄土真宗本願寺派住職） 髙島幸次（大阪大学招聘教授／大阪天満宮文化研究所員）

そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
立
国
際
美
術
館
に
来
た
人
は
、
日
常
生

活
に
は
な
い
「
非
日
常
」
を
感
じ
取
っ
て
、

家
に
戻
り
ま
す
よ
ね
。［graf

］
の
シ
ョ
ッ

プ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
、
そ
う
い
う
場
所
に
な

り
た
い
。
僕
が
よ
く
喩
え
る
の
が
、
背
中
丸

め
た
男
の
子
が
仁
侠
映
画
を
見
て
、
見
終
わ

っ
た
瞬
間
か
ら
気
分
が
向
上
し
て
、
い
き
な

り
肩
で
風
切
り
な
が
ら
タ
バ
コ
を
吸
い
始
め

る
。
そ
の
変
化
っ
て
何
か
と
言
う
と
、
非
日

常
性
の
仕
業
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
さ
っ
き

ま
で
は
背
中
丸
め
る
く
ら
い
世
界
を
嫌
な
目

で
見
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
映
画
見
た
瞬
間

か
ら
気
分
が
高
揚
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
非

日
常
的
表
現
を
起
こ
せ
る
の
が
、
や
っ
ぱ
り

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
の
力
だ
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
そ
う
い
う
ス
イ
ッ
チ
の
シ
フ
ト
を

ど
う
い
う
形
で
用
意
し
て
お
け
る
か
な
と
い

う
視
点
で
も
の
作
り
を
し
て
い
ま
す
ね
。

　

仲
間
た
ち
と
［graf

］
を
立
ち
上
げ
る
前
、

“
少
年
探
偵
団
”
な
ん
て
言
い
な
が
ら
、
み

ん
な
で
中
之
島
に
集
ま
っ
て
い
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
昼
間
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
し
な

が
ら
夜
に
作
品
を
作
っ
て
、
毎
週
火
曜
日
に

中
央
公
会
堂
の
前
で
成
果
を
発
表
し
あ
う
ん

で
す
。
例
え
ば
大
工
を
や
っ
て
る
ヤ
ツ
は
建

て
た
家
の
写
真
を
見
せ
た
り
、
そ
れ
を
見
て

「
う
わ
ー
、
す
ご
い
。
俺
も
頑
張
ろ
う
」
と

言
い
合
っ
て
た
。
メ
ン
バ
ー
が
住
ん
で
い
た

の
が
北
摂
と
日
本
橋
と
今
里
で
、
真
ん
中
と

言
え
ば
中
之
島
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
。
雨

の
日
も
風
の
日
も
、
寒
い
日
は
コ
ン
ビ
ニ
で

肉
ま
ん
買
っ
て
食
べ
な
が
ら
や
っ
て
た
ん
で

す
よ
（
笑
）。
ち
ょ
う
ど
23
歳
ぐ
ら
い
の
頃

で
す
ね
。

　

そ
の
頃
か
ら
、
四
天
王
寺
と
か
京
都
の
東

寺
の
朝
市
で
古
い
も
の
を
買
っ
て
、
自
分
た

ち
で
修
理
し
て
使
う
と
い
う
の
が
す
ご
く
好

き
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
古
い
も
の
好
き

は
全
員
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
中
央
公
会

堂
や
東
洋
陶
磁
美
術
館
は
僕
ら
の
憧
れ
の
場

所
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、［graf

］
を
立

ち
上
げ
た
後
、
堀
江
の
事
務
所
が
手
狭
に
な

っ
て
新
し
い
物
件
を
探
す
時
に
、
中
之
島
も

候
補
エ
リ
ア
に
入
れ
て
探
し
て
い
た
ん
で
す
。

こ
の
ビ
ル
を
見
つ
け
て
入
っ
て
み
た
ら
、
２

階
の
踊
り
場
に
彫
刻
家
の
植
木
茂
さ
ん
の
作

品
が
飾
ら
れ
て
い
た
。「
渋
っ
！
」
と
思
っ

て
こ
こ
に
決
め
た
ん
で
す
。

 「
非
日
常
性
」の
ス
イ
ッ
チ
に
。

島
と
の
縁
を
さ
か
の
ぼ
る
。

中
之
島
の
愛
す
べ
き

 「
ラ
ジ
カ
ル
さ
」。

［graf bld.

］
は
３
階
が
シ
ョ
ッ
プ
兼
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
（
上
）、

２
階
は
カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
１
階
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス（
下
）に
な
っ
て
い
る
。
☎
0
6ｰ

6
4
5
9ｰ

2
1
2
1

大
阪
を
代
表
す
る
家
具
デ
ザ
イ
ン
集
団﹇graf

﹈が
、

堀
江
か
ら
中
之
島
に
拠
点
を
移
し
た
の
は
12
年
前
の
こ
と
。

工
房
や
事
務
所
を
構
え
る
だ
け
で
な
く
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
、カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
彩
な
機
能
を
持
ち
、中
之
島
と
の
縁
は
深
く
な
る
一
方
だ
。

中
之
島
で
も
の
づ
く
り
を
続
け
る
理
由
を
尋
ね
た
。

中
之
島
で
し
か
で
き
な
い
、も
の
作
り
を
続
け
る

 ［graf

］服
部
滋
樹
さ
ん
に
聞
く
。



奏家と出会うことで、長い年月をかけて
完成に近づいてゆく。楽器を人とすれば、
楽器商は幸福な出会いを導く仲人だ。で
は、私たちが楽器を買う際のポイント
は？　馬戸さんに問うと、「自分を導い
てくれるような、実力より少し上の楽器
を選ぶのがいい」とのこと。普通の人だ
と「乗用車」、プロや音大生なら「高級車」
ぐらいの値段の物がいいらしい。
　作り手も独特
の視点を持つ。
イタリアで巨匠
に学んだ馬戸健
一さんは「職人
が見るのはスクロール（渦巻き）だった
り、全体のバランスだったり。音そのも
のよりも、手作業の技術力を重視します
ね」。現時点の音の良し悪しだけでは計
れない奥深い世界があるのだ。

んなプロの仕事や職人気質が、街
といい塩梅に溶け合っているのが、

この北大江という地区。楽器商や工房と
地域住民が協力して、毎年秋に公園や界
隈の店で「たそがれコンサートWeek」
が開かれ、年々大きく育っている。事務
局の岸本知子さんは「街に開かれていて、
音があふれ出るようなイベントが理想。
実際、公園でオーケストラ演奏をすると
３筋、４筋先にも響き、人が集まって来
る。企画内容も演奏ジャンルも、自然発
生的に広がっていくアドリブ的な面白さ
を大事にしたい」と語った。
　受講生たちはこの後、工房見学へ。プ
ロたちの仕事ぶりと楽器愛に触れ、音楽
と共にある街の豊かさをさらに深く体感
したのだった。
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園を囲むマンション群に楽器の卸
商や工房が集まる天満橋・北大江

地区。通称「天満村」と呼ばれる街一帯
を会場に、ナカノシマ大学４月講座は開
かれた。弦楽器のプロたちによるトーク
ショーに続き、バイオリン、ハープ、マ
ンドリン、アコーディオンの５軒を巡る
工房見学。さらに、希望者はアイリッシ
ュフィドル＆ギターのコンサートまで。
さまざまなかたちで「天満橋サウンド」
にどっぷり浸る音楽講義となった。
　トークショーは「良い楽器を見分ける
には」という話題からスタート。ヨーロ
ッパで古い楽器を買い付ける［鈴木弦楽
器］の鈴木英俊さんは「楽器は見た目で

選ぶ。弦も張っ
ていないバイオ
リンから音を想
像する、いわば
眼力やインスピ

レーションの世界」だという。やはりベ
テラン楽器商である［Liuteria BATO］
の馬

ば と

戸修さんは「人を見るのと同じ。今
までどんな演奏家に出会ってきたか、健
康状態はどうか、何年後にどういう音に
なるか。われわれは、楽器の歩んできた

〝人生＂ から素質や将来性まで見極めて
いるんです」と語った。
　バイオリンの寿命は人間の４～５倍。
その間に実力を発揮させてくれる良い演

公
そ

 「あなたと街と音楽と in天満橋・北大江」 

2011年4月16日（土）

日本で唯一のハープのメーカー［青山ハープ］の
ショールーム。最古の弦楽器の歴史と構造を学ぶ。

バイオリンからコントラバスまで、オールド名器が所狭しと並ぶ［鈴木弦楽器］にて。作曲家のラヴェル自身
が指揮したとされる「ボレロ」の貴重なレコードを、ご自慢の蓄音機で聴かせてくれるというサプライズも。

講義レポート

［中川弦楽器］はマンドリンの工房。螺鈿や彫刻
をほどこした美術品のような姿形に感嘆の声が。

アコーディオンの［ソハマミュージック］では、
音の出る原理や類似楽器の紹介まで丁寧に解説。

iPadでも見られます!
『月刊島民』がiPad用のアプ
リとして登場！ iTuneストアで

「月刊島民」と検索し、アプ
リをダウンロードするだけ。
無料で簡単に手に入れるこ
とができます。毎月１日前後
に最新号をリリースします。
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淀屋橋駅直結の複合型商業施設「淀屋橋odona」の２階にある情報発信スペース「アイ・スポット」では、
大阪の歴史に関する展示が無料で見られるほか、月刊島民をはじめとするフリーペーパーなど街の情報も集まっています。
さらに、毎月さまざまなミニセミナーも開催。会社帰りに、街遊びのついでに、ぜひお立ち寄りください！

6/27（月）7:00PM〜9:00PM

御堂筋Talkin’About vol.6
 「パーソナルな大阪情報発信」　『月刊島民』でも人気だった連

載「Talk about bridges!!」でお
なじみ、綱本武雄さんの描いた橋
の絵をパネルにして展示。また
橋にまつわる基礎知識を図解し
たパネルも同時に展示。奥深き
大阪の橋ワールドへと誘います。

講師／中久保辰夫（大阪大学大学院文学研究科・助教）
　亀岡市の平安時代の窯跡からは、貴族や有力者が愛好した「緑釉陶器」、
庶民が使った粗雑な「須恵器」などが約2万点出土しました。それらの遺
物を観察しながら当時の社会や食文化についてお話しします。定員30名。
●講座名、受講者名、電話番号を電話かメール、FAXでお知らせ下さい。

講師／中尾卓嗣（農林水産省近畿農政局大阪農政事務所）
　淀屋橋・本町・心斎橋をキャンパスに見立てた、大学生中心の学びの場。
今回は関西学院大学と神戸女学院大学によるパン好きが集まるサークル

「SammyPan」を中心に、講師の中尾さんと話し合いながら、食に対す
る視野を広げていきます。●予約不要・当日先着順

ナビゲーター／生駒伸夫（生駒ビルヂング）
　　　　　　小川清（平岡珈琲店） 山納洋（大阪ガス）
　「御堂筋Talkin’About」は、あるテーマについて興味・関心を持つ人た
ちが集まり語り合う〝サロン＂ です。今回は「ブログ、ツイッターなど
の個人レベルの情報発信が、大阪の街の活性化にどう繋がるか」につい
て考えていきます。●予約不要・当日先着順

アイ・スポット　大阪市中央区今橋4-1-1　淀屋橋odona2階　TEL＆FAX. 06-4866-6803　E-MAIL. i-spot@voice.ocn.ne.jp
開館時間：11:00AM ～ 9:00PM（土・日・祝～ 8:00PM）　年末年始休　地下鉄御堂筋線「淀屋橋」駅10番出口直結　京阪本線「淀屋橋」駅徒歩1分
http://nakanoshima-univ.com/site/ispot/

展示

セミナー

トーク

トーク

ナカノシマ大学ウェブサイトで!
申し込みも、

セミナーレポートも、
島民バックナンバーも…

講座のお申し込み あの講座をもう一度

中之島の遊び方

バックナンバーはこちら

ナカノシマ大学のウェブサイトでは、毎月の講座の申し込みだけでなく、楽しめるコンテンツが満載。
これまでに開催された講座の様子がわかる「セミナーレポート」のページのほか、島民のバックナンバーをダウンロードできるページもあり。
島民、ナカノシマ大学のことならなんでも、ナカノシマ大学ウェブサイトでどうぞ。

淀屋橋odona アイ・スポット通信

6/1（水）～30（木）

 「中之島の橋を見よう!」

6/28（火）6:30PM〜8:00PM

大阪大学21世紀懐徳堂i-spot講座

 「お茶わんのかけらからみえてくる平安時代」

6/29（水）7:00PM〜9:00PM

船場大学淀屋橋キャンパス 第1回
 「〝食べる 〟を楽しむ、学ぶ」

2011年
6月

お申し込みを受付中の講座はペー
ジのトップに。講座の概要から申
し込みまで、スムーズに進めます。

これまでに開催されたナカノシマ
大学の講座の様子が見られるセミ
ナーレポートページ。参加できな
かった方はぜひ。

月刊島民プレスによる中之島のお
すすめスポット紹介も不定期で更
新しながら掲載しています。

月刊島民のバックナンバーをダウ
ンロードできるのをご存じです
か？　こちらからバックナンバー
一覧ページに飛ぶと、ＰＤＦ形式
でダウンロードすることができます。



21世紀の懐徳堂プロジェクト
6月の時間割 ナカノシマ大学ほか、

中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

会場／アートエリアB1　参加費／全て無料　開場／それぞれ30分前から　問い合わせ／［カフェの内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター（CSCD）
☎06-6850-6632　［場所などについて］アートエリアB1☎06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

歯医者さんとカフェ「受付や歯科助手さんと、何を話したらいいの？」
定員／ 30名程度

7:00PM～
8:30PM

水1

レクチャー&対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下１階の［アートエリアB1］。６月のラインナップはこんな感じ。

シアターカフェ「セリフの覚え方」
定員：30名程度　ゲスト／広田ゆうみ（俳優）

7:00PM～
9:00PM

木9
中之島哲学コレージュ／新・哲学セミナー「ニーチェ『ツァラトゥストラはこう言った』を読もう（1）」
定員：50名程度

7:00PM～
9:00PM

水15
マンガカフェ11 ＋鉄道カフェ「鉄×マン！」
定員：50名程度

7:00PM～
9:00PM

木23
中之島哲学コレージュ／セミナー「性・HIV　高校生からの投げかけ」
定員：50名程度　ゲスト　大阪府立松原高等学校「るるくめいと」、大北全俊（大阪大学大学院文学研究科助教）

7:00PM～
9:00PM

金24
スポーツカフェ・パシフィック「大学野球の魅力を語る」
定員：30名程度

6:30PM～
8:30PM

水29

中之島哲学コレージュ／哲学カフェ「結婚したほうがいい？」
定員：50名程度

7:00PM～
9:00PM

水8

●Handai-Asahi 中之島塾 大阪大学が朝日カルチャーセンターと共催しているセミナーです。

「中之島の水辺で『水上さんぽ』」奥谷 崇（インストラクター）
参加費：3,000円（レンタル一式＋保険+協力金）　※約1時間土11 会

場
D

7:00AM～
8:30AM～
10:00AM～
7:00PM～

「沖縄料理教室＆ピッツァパーティ」中東ゆうこ（「ポーポー屋」店主）　参加料：Ａ／ 3,800円　Ｂ／
4,500円（ワイン付き）各回６名限定　Ａ／プロが伝える沖縄ごはん！　Ｂ／沖縄の塩豚を仕込んで手作りピッツァを！

日
・
土12・25

会
場
Ｈ

Ａ／11:00AM～
2:00PM

Ｂ／4:00PM～
7:00PM

「紅茶教室」Yuriko（ティーコーディネーター）
参加料：各2,000円（お菓子作家HIKEの焼き菓子付き）Ａ／世界三大紅茶　Ｂ／おいしいストレートティー日12 会

場
B

Ａ／1:00PM～
2:30PM

Ｂ／3:00PM～
4:30PM

「樹脂アクセサリー作りのワークショップ」ふくろうと猫／根岸よしこ（アクセサリー作家）
参加費：1,500円

日
・
金12・17

会
場
G

1:00PM～
3:00PM

「宝塚・百合珈琲教室【美味しいアイスコーヒー！】」百合千佳（百合珈琲店主）
料金：2,000円（お菓子＋珈琲のおみやげ）水15 会

場
Ｈ

1:00PM～
2:30PM

「不思議の国イランの音を聴く」朗読：愛甲恵子／サントゥール演奏：岩崎和音
参加料：2,000円(イランのお茶とお菓子付き）金17 会

場
C

6:00PM～

「工作教室Coppa!!-ロボットに大変身！」ムラバヤシケンジ（木彫アーチスト）
会場Ｅ　料金：1,800円土18 会

場
E

10:00AM～
12:00PM
2:00PM～
4:00PM

「ワイン講座～南仏」N.Lee（ワインコーディネイター・ボンバール江戸堀店主）
受講料：2,000円土18 会

場
F

2:30PM～
4:30PM

「三日月豆のこけだま教室【ウォーターマッシュルーム苔玉作り】」松本よし子（三日月豆　店主）
参加料：3,800円（材料費＋軽食＋お茶）

日
・
水19・29

会
場
Ｈ

1:00PM～
2:30PM

7:00PM～
8:30PM

「聴いて読む＆洋書絵本を読む」山崎一郎（翻訳家）
参加費：1,500円（お茶付き）水22 会

場
I

7:00PM～

「パンダブローチのワークショップ」annas ／かわばたあんな（刺繍作家）
参加費：3,200円＋材料費1,000円土25 会

場
G

1:00PM～
4:00PM

「不思議の国イランの味を学ぶ」ダリア・アナビアン（ペルシア文化の伝導師）
参加料：3,500円（実習・飲食費込み）土25 会

場
C

 4:00PM～
8:00PM

「落語を楽しむ～入口遊びで、出口は文化」桂蝶六（落語家）
受講料：2,000円（テキスト付き）月27 会

場
F

7:00PM～
8:30PM

「石原正一のヨミすぎ！～古今東西名作朗読会～」石原正一（役者・作演出家）
受講料：1,500円火28 会

場
A

7:30PM～
9:00PM

A common cafe
大阪市北区中崎西1-1-6 吉村ビルB1F　
☎06-6371-1800　
http://www.talkin-about.com/cafe/
B 雑貨屋Biscuit cafe
大阪市北区中崎西1-9-24 中崎ハウス202　 
☎090-9254-1223
http://biscuit-cafe.com/
C spice&herb café MASALA
大阪市北区西天満1-2-24 　
☎06-6360-3813  
http://www.masala-world.jp

D 若松の浜　※お問合せ：アクアスタジオ
大阪市中央区南船場2-7-14 大阪写真会館3F　
☎06-6125-0550
http://aquastudio.jp/
E morrison(studio)
大阪市福島区吉野4-20-13　
☎080-3113-4816
http://webmorrison.com/
F フレイムハウス 
大阪市中央区淡路町1-6-4　
☎06-6226-0107　misalele39@gmail.com 
http://www.katana.cx/~fureimu/ 

G タピエスタイル
大阪市中央区南船場4-4-17 B1 
☎06-4963-7450
http://www5f.biglobe.ne.jp/~tapie/
H ポーポー屋
大阪市西区北堀江1-14-21 鳥かごビルヂング２F 
☎06-6531-7827　
http:// www2.odn.ne.jp/ippuku-popo/
I 貸本喫茶ちょうちょぼっこ
大阪市西区北堀江1-14-21 鳥かごビルヂング4F
http://www.geocities.co.jp/chochobocko/

大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで独自に企画・運営を行っている
講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。
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「これからの医療の新展開、全人的統合医療を目指して」伊藤壽記（大阪大学大学院医学系研究科教授）
受講料3,150円（全２回）

10:30AM～
12:00PM

土11・25

会場／大阪大学中之島センター　インターネット、電話、ファックスか、朝日カルチャーセンターの窓口でも直接申し込むことができます。http://www.asahiculture.
com/nakanoshima/index.html　☎06-6222-5224　FAX06-6222-5221　問い合わせ／朝日カルチャーセンター(中之島)☎06-6222-5224

大阪大学21世紀懐徳堂

●大阪・京都文化講座（前期）『大坂・京の文
い ろ ど り

彩－文学が織りなす二都のすがた－』立命館大学と共同で行う連続講座です。

会場／立命館大学大阪キャンパス　受講料／１回2,000円　定員／各回98名　申し込み・問い合わせ／立命館大阪オフィス　☎06-6360-4895　FAX06-
6360-4894　※詳しくはhttp://www.ritsumei.jp/life-09/e09_10kyo.htmlまで

「妙法院宮文芸サロン－異色の親王とその周囲の人々－」飯倉洋一（大阪大学大学院文学研究科教授）2:00PM～
3:40PM

月13
「森鷗外と＜京都＞－『高瀬舟』の世界－」瀧本和成（立命館大学文学部教授）2:00PM～

3:40PM
月20

「近代文学が捉えた大阪・京都イメージ」出原隆俊（大阪大学大学院文学研究科教授）2:00PM～
3:40PM

月27

●大阪大学×大阪ガス アカデミクッキング「専門分野の講義」＆「料理実習」で“学問するココロ”が実践的に身につきます。

「ドクター石蔵の男のええ加減料理講座～中年男性こそオシャレを意識して、脱メタボ！」
石蔵文信（大阪大学大学院医学系研究科准教授）　課題料理＝一人用土鍋でつくる野菜たっぷり中華丼

6:30PM～
9:00PM

木7/28

会場／大阪ガスクッキングスクール千里　講習費／1,500円　対象／男性限定（一度も料理をしたことのない方、若い方も大歓迎！） 定員／24名（申込多数の場合は抽
選） 申込受付期間／６月７日（火）～16日（木） 申し込み・問い合わせ／大阪ガスクッキングスクール千里　☎06-6871-8561　http://www.og-cookingschool.com/

「古代語の謎を解く」蜂矢真郷（大阪大学名誉教授・中部大学教授）
受講料1,575円

1:30PM～
3:00PM

土18
「おもしろ日本語学　～ことばのゆれ～」小矢野哲夫（大阪大学大学院言語文化研究科教授）
受講料1,575円

1:30PM～
3:00PM

金24

「都文学名所図会－浮世絵に描かれた文学－」赤間亮（立命館大学文学部教授）2:00PM～
3:40PM

月6

「小さなバラの切り絵」佐川綾野（切り絵作家）
参加費：3,150円　土4 会

場
Ｇ

2:00PM～
4:00PM
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研
修
医
だ
っ
た
こ
ろ
の
私
は
、
大
学
病
院

の
先
輩
医
師
た
ち
を
尊
敬
す
る
よ
り
、
反
発

す
る
気
持
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
。
彼
ら
は
い

ず
れ
も
優
秀
な
医
師
だ
っ
た
が
、
ど
れ
ほ
ど

患
者
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
え

た
か
ら
だ
。

　

あ
る
指
導
医
は
、
大
学
病
院
は
治
る
患
者
を
優
先
す

る
と
言
っ
て
、
転
移
の
あ
る
が
ん
患
者
を
ほ
か
の
病
院

に
転
院
さ
せ
な
が
ら
、
身
内
の
医
師
の
妻
は
転
移
が
あ

る
の
に
入
院
さ
せ
た
。
あ
る
医
師
は
、
総
胆
管
が
ん
の

父
親
を
死
ぬ
ま
で
入
院
さ
せ
、
亡
く
な
っ
た
あ
と
解
剖

を
し
な
か
っ
た
（
一
般
の
患
者
は
ほ
ぼ
全
員
解
剖
す
る

の
に
）。
ま
た
、
腹
腔
鏡
の
検
査
デ

ー
タ
を
集
め
て
い
た
あ
る
指
導
医
は
、

い
ろ
い
ろ
理
由
を
つ
け
て
、
必
要
の

な
い
患
者
に
も
腹
腔
鏡
の
検
査
を
や

っ
て
い
た
。

　

教
授
の
紹
介
だ
か
ら
と
い
っ
て
手
術
の
順
番
を
飛
ば

し
た
り
、
患
者
が
手
術
当
日
に
発
熱
し
て
手
術
が
延
期

に
な
る
と
、
手
術
件
数
を
減
ら
し
た
く
な
い
と
い
う
理

由
で
、
急
遽
、
別
の
患
者
の
手
術
を
繰
り
上
げ
て
し
た

り
も
し
て
い
た
。

　

そ
う
い
う
医
師
ら
を
見
て
い
る
と
、
彼
ら
が
考
え
て

い
る
の
は
、
患
者
の
こ
と
よ
り
、
自
分
た
ち
の
都
合
と

利
益
ば
か
り
の
よ
う
に
思
え
た
。

 　

私
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
の
ひ

と
つ
に
、
抗
が
ん
剤
の
治
験
が
あ

る
。
治
験
と
は
、
新
し
い
薬
の
効

果
を
調
べ
る
た
め
の
臨
床
実
験
の

こ
と
だ
。
効
果
を
客
観
的
に
判
定

す
る
た
め
、
患
者
を
２
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け
て
、
一
方
に
は
新
薬
、

も
う
一
方
に
は
新
薬
に
そ
っ
く
り

な
偽
薬
（
プ
ラ
セ
ボ
）
を
投
与
す

る
。
薬
を
の
ん
だ
と
い
う
思
い
だ
け
で
症
状
が
よ
く
な

る
患
者
が
い
る
の
で
、
そ
の
誤
差
を
差
し
引
く
た
め
で

あ
る
（
だ
か
ら
、
心
理
的
な
効
果
で
薬
が
効
く
こ
と
を

「
プ
ラ
セ
ボ
効
果
」
と
い
う
）。

　

今
は
新
薬
と
偽
薬
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、
ば
ら
つ
き

が
な
い
よ
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
無
作
為
に
決
め
る
が
、

当
時
は
「
封
筒
法
」
と
い
っ
て
、
封
筒
に
新
薬
あ
る
い

は
偽
薬
と
書
い
た
紙
を
入
れ
て
、
く
じ
引
き
で
決
め
て

い
た
。
そ
う
し
な
い
と
、
治
験
の
担
当
医
は
ど
う
し
て

も
よ
い
結
果
を
出
し
た
い
の
で
、
治
る
見
込
み
の
高
い

患
者
に
新
薬
を
使
い
、
治
り
に
く
そ
う
な
患
者
に
偽
薬

を
割
り
振
る
と
い
う
作
為
が
生
じ
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　

こ
の
封
筒
選
び
を
、
研
修
医
が
さ
せ
ら
れ
た
。
あ
く

ま
で
恣
意
性
を
排
す
る
た
め
だ
ろ
う
が
、
私
は
大
い
に

疑
問
を
感
じ
た
。
抗
が
ん
剤
の
治
療
は
、
い
わ
ば
手
術

で
救
え
な
か
っ
た
患
者
の
最
後
の
頼
み
の
綱
だ
。
偽
薬

に
当
た
れ
ば
、
た
だ
の
メ
リ
ケ
ン
粉
み
た
い
な
も
の
を

の
ま
さ
れ
る
。
そ
の
重
大
な
運
命
の
分
か
れ
道
を
、
自

分
が
決
め
る
な
ん
て
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
。
患
者
に

き
ち
ん
と
説
明
し
て
や
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
適
当
に
ご

ま
か
し
て
や
っ
て
い
た
の
で
、
よ
け
い
に
釈
然
と
し
な

か
っ
た
。

　

現
在
は
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
治

験
を
す
る
と
き
に
は
、
患
者
に
新
し
い
薬
の
効
果
と
副

作
用
を
き
ち
ん
と
説
明
し
、
デ
ー
タ
を
取
る
た
め
に
協

力
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
。
偽
薬
に
つ
い
て
も
説
明

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
何
の
効
果
も
な
い
薬
を
の
ま
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
告
げ
る
。

　

も
し
自
分
が
患
者
な
ら
、
ぜ
ひ
と
も
新
薬
を
使
い
た

い
と
願
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
偽
薬
を
の
ん
で
く
れ
る

患
者
も
い
な
い
と
、
正
確
な
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
い
。

新
薬
の
開
発
に
は
、
常
に
こ
の
よ
う
な
患
者
の
自
己
犠

牲
が
つ
き
ま
と
う
。
自
分
や
身
内
が
患
者
の
と
き
、
そ

の
犠
牲
を
引
き
受
け
ら
れ
る
の
か
。

 　

私
は
こ
う
い
う
医
療
の
矛
盾
や
、
避
け
ら
れ
な
い
不

条
理
に
、
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

大
学
病
院
の
先
輩
医
師
を
見
て
い
る
と
、
彼
ら
は
治

療
よ
り
も
研
究
に
熱
心
で
、
医
学
界
で
自
分
が
偉
く
な

る
こ
と
ば
か
り
に
興
味
が
向
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

手
術
も
患
者
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
自
分
や
医
局
の
実

績
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
。
私
は
そ
ん
な

状
況
に
疑
問
を
感
じ
、
大
学
病
院
の
医
療
に
批
判
的
な

気
持
を
強
め
て
い
た
。

　

一
人
前
の
医
師
に
も
な
ら
な
い
う
ち
か
ら
、
そ
ん
な

思
い
上
が
っ
た
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
私
は
外
科

の
研
修
の
最
後
に
、
た
い
へ
ん
な
失
態
を
演
じ
て
し
ま

っ
た
。
後
輩
の
研
修
医
が
入
っ
て
き
た
と
き
、
患
者
を

ほ
っ
た
ら
か
し
て
、
遊
び
に
出
か
け
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

研
修
は
毎
年
５
月
半
ば
に
は
じ
ま
る
が
、
７
月
に
前

年
度
の
研
修
医
が
外
部
の
病
院
に
出
る
ま
で
の
約
１
カ

月
半
、
新
旧
の
研
修
医
が
重
な
る
。
そ
の
間
に
、
新
研

修
医
は
先
輩
研
修
医
と
ペ
ア
に
な
っ
て
、
病
院
勤
務
の

「
い
ろ
は
」
を
教
え
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ひ

と
月
も
あ
れ
ば
十
分
な
の
で
、
先
輩
研
修
医
た
ち
は
６

月
後
半
に
な
る
と
あ
ま
り
病
院
に
顔
を
出
さ
な
く
な
る
。

私
の
１
年
先
輩
に
は
、
長
い
休
み
を
と
っ
て
海
外
旅
行

に
出
か
け
る
者
も
い
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
私
は
、
自

分
も
研
修
の
終
わ
り
に
は
休
暇
を
取
ろ
う
と
、
密
か
に

目
論
ん
で
い
た
。

　

新
し
い
研
修
医
が
入
っ
て
き
た
と
き
、
私
は
後
輩
が

早
く
一
人
立
ち
で
き
る
よ
う
に
、
い
つ
に
な
く
気
合
を

い
れ
て
仕
事
を
教
え
込
ん
だ
。
６
月
後
半
に
大
き
な
手

術
が
あ
る
と
休
み
は
と
り
に
く
い
が
、
う
ま
い
具
合
に

私
と
後
輩
が
ペ
ア
で
受
け
持
つ
手
術
は
、
６
月
上
旬
の

肝
臓
が
ん
で
終
わ
り
だ
っ
た
。
そ
れ
さ
え
ク
リ
ア
す
れ

ば
、
１
週
間
く
ら
い
は
休
め
る
。
そ
こ
で
私
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
旅
行
を
計
画
し
た
。

　

肝
臓
が
ん
は
大
き
な
手
術
だ
が
、
幸
い
患
者
の
経
過

は
良
好
で
、
私
は
う
ま
く
旅
行
に
出
ら
れ
そ
う
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
出
発
の
前
夜
遅
く
に
、
当
直
の
指
導
医
か
ら

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

 

「
お
ま
え
の
肝
臓
が
ん
の
患
者
、
肺
炎
を
起
こ
し
て
る

ぞ
。
明
日
、
朝
イ
チ
に
病
院
に
来
い
」

　

今
か
ら
考
え
る
と
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
私
は

そ
の
指
導
医
に
「
実
は
明
日
、
朝
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅

行
な
ん
で
す
」
と
言
っ
た
。
指
導
医
は
「
う
ー
ん
」
と

唸
っ
た
あ
と
、
舌
打
ち
を
し
て
、「
し
ゃ
あ
な
い
な
あ
」

と
言
っ
た
。
そ
れ
で
私
は
後
ろ
髪
を
引
か
れ
つ
つ
も
、

後
輩
に
患
者
を
任
せ
て
、
予
定
通
り
、
妻
と
と
も
に
旅

行
に
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

翌
日
、
病
院
で
は
患
者
の
容
態
が
悪
化
し
、
大
騒
ぎ

に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。「
あ
い
つ
は
ま
だ
空
港
に
い

る
だ
ろ
う
か
ら
、
呼
び
も
ど
せ
」
と
い
う
声
も
出
た
そ

う
だ
が
、
ケ
ー
タ
イ
が
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、
そ
う

も
い
か
な
か
っ
た
。

　

１
週
間
後
、
帰
宅
し
た
私
は
、
研
修
医
の
友
人
に
電

話
を
し
て
、「
留
守
の
間
、
問
題
な
か
っ
た
か
」
と
訊

ね
た
。
友
人
は
「
ア
・
リ
ト
ル
・
バ
ッ
ド
・
ニ
ュ
ー
ス
」

と
言
い
、
肝
臓
が
ん
の
患
者
が
重
症
の
肺
炎
に
な
っ
て
、

集
中
治
療
室
に
入
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。
何
と
か
一

命
は
取
り
留
め
た
も
の
の
、
後
輩
の
研
修
医
は
右
も
左

も
わ
か
ら
ず
、
別
の
友
人
が
つ
き
き
り
で
指
導
し
て
く

れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

翌
朝
、
私
は
い
ち
ば
ん
に
病
院
に
行
き
、
あ
ち
こ
ち

に
頭
を
下
げ
て
ま
わ
っ
た
。
指
導
医
に
は
激
怒
さ
れ
る

か
と
思
っ
た
が
、
苦
虫
を
噛
み
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
顔
を

さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
自
分
が
旅
行
を
許
可
し
た
手
前
、

怒
り
に
く
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
患
者
は
や
つ
れ

た
顔
で
「
こ
の
１
週
間
の
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
覚
え
て

い
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
私
は
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
謝
り
、
そ
れ
か
ら
６
月
い
っ
ぱ
い
病
院
に
泊
ま
り
込

ん
で
治
療
に
当
た
っ
た
。

　

自
分
の
患
者
が
重
症
に
な
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
未
熟

な
後
輩
に
任
せ
て
旅
行
に
行
く
な
ど
、
も
っ
て
の
ほ
か

で
あ
る
。
幸
い
、
患
者
は
無
事
に
退
院
し
た
け
れ
ど
、

万
一
、
亡
く
な
っ
て
い
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。

当
時
の
私
は
、
医
師
と
し
て
の
自
覚
に
ま
っ
た
く
欠
け
、

徒
に
先
輩
の
医
師
ら
に
批
判
的
な
目
ば
か
り
向
け
て
い

た
。
何
と
浅
は
か
な
こ
と
か
。
こ
の
件
を
思
い
出
す
と
、

今
も
顔
か
ら
火
が
出
る
。

くさかべよう　1955年生まれ。大阪大学医学部卒業。
麻酔医、外科医、在外公館での医務官としても勤務した後、2003年『廃用身』（幻冬舎文庫）でデビュー。
現代医療への提言と生きること・死ぬことについて考える
契機に満ちた作風が人気を呼び『破裂』は10万部を超えるヒットに。
去年の６月から書いていた長編小説がようやく脱稿します。ウィーン、東京、神戸を舞台にした疫病パニック。

『無痛』の続編でもあります。タイトルは『第五番』　乞うご期待！
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阪
倶
楽
部
と
小
誌
併
催
に
よ
る
「
東

日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
、
去
る
5
月
7
日
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
な
ど
で

も
お
馴
染
み
の
４
階
ホ
ー
ル
に
は
、
大
阪
倶

楽
部
社
員
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
聴
衆
ら

１
０
０
名
近
く
で
賑
わ
っ
た
。

　

ハ
ー
プ
奏
者
の
摩
寿
意
英
子
さ
ん
が
奏
で

た
の
は
、
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
ハ
ー

プ
製
造
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ナ
デ
ル
マ
ン
社

製
の
シ
ン
グ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
ハ
ー
プ
。
繊
細

な
音
色
に
よ
る
「
マ
ダ
ム
デ
ュ
セ
ッ
タ
」
や

「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
」
な
ど
の
演
奏

の
後
、
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
さ
れ
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
望
月
哲
也

さ
ん
が
卜
部
俊
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
と
共
に

「
菫
」
や
「
初
恋
」
な
ど
で
、
そ
の
美
声
を

披
露
。
ラ
ス
ト
に
は
大
阪
倶
楽
部
の
名
物
イ

ベ
ン
ト
「JA

ZZ

の
夕
べ
」
で
も
お
な
じ
み

の
多
田
恵
美
子
さ
ん
率
い
る
カ
ル
テ
ッ
ト
に

よ
る
ラ
イ
ブ
も
。「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」や「
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
と
い
っ
た
往
年
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
ナ
ン
バ
ー
を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
た
。

の
日
、
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
男
性

会
員
は
「
オ
ペ
ラ
か
ら
ジ
ャ
ズ
ま
で
、

日
頃
は
な
じ
み
の
な
い
大
阪
倶
楽
部
と
い
う

場
所
で
堪
能
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
し
か
も

微
力
な
が
ら
被
災
地
の
方
へ
の
応
援
を
す
る

こ
と
も
で
き
て
有
意
義
だ
っ
た
」
と
感
想
を

語
っ
て
く
れ
た
。
参
加
費
と
し
て
集
め
ら
れ

た
チ
ケ
ッ
ト
代
の
ほ
か
、
玄
関
ホ
ー
ル
や
会

場
内
に
設
け
ら
れ
た
募
金
箱
で
集
め
ら
れ
た

金
額
の
す
べ
て
が
被
災
地
へ
送
ら
れ
る
。

　

全
国
か
ら
無
償
で
集
っ
た
音
楽
家
た
ち
と
、

大
阪
倶
楽
部
会
員
、
そ
し
て
一
般
で
応
募
し

た
音
楽
フ
ァ
ン
が
一
体
と
な
っ
た
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
。
主
催
の
大
阪
倶
楽
部

は
「
今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

被
災
地
へ
の
支
援
を
活
発
に
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。
日
頃
は
厳
格
に
会

員
限
定
を
守
り
続
け
る
大
阪
倶
楽
部
だ
が
、

被
災
地
へ
の
想
い
は
ひ
と
つ
。
平
成
大
大
阪

の
、品
は
良
い
け
ど
太
っ
腹
な
“
ぼ
ん
ち
魂
”

を
感
じ
た
一
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

大こ

大阪倶楽部で
  チャリティーコンサート。

中之島に「入会」しませんか?
取材・文／石原 卓（本誌）

日程／ 6月11日（土）
時間／〈Ａ・見学会のみ〉10:00AM ～ 11:00AM
　　　〈Ｂ・見学会＋食事〉11:30AM ～ 0:30PM
　　　（見学後、食事）
参加費／Ａは無料、Ｂは2,500円（食事代）
定員／Ａ・Ｂ共に15名（申し込み先着順）
申し込み方法／
住所・氏名・参加人数（３名まで）・
電話番号・ＡかＢどちらを希望するかを、
ファックスまたはメールでお送りください。
FAX.06-6231-8365　
jimukyoku@osaka-club.or.jp

大阪倶楽部が
公開見学会を開催!

　

そ
し
て
、
今
回
新
た
に
「
北
新
地
ハ
イ
ボ

ー
ル
」の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
わ
る
の
が「
響

12
年
」。
輿
水
氏
が
「
ブ
レ
ン
デ
ッ
ド
ウ
イ

ス
キ
ー
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
12
年
物
で
、

世
界
に
通
用
す
る
ク
オ
リ
テ
ィ
を
目
指
し

た
」
と
い
う
逸
品
。
も
と
も
と
「
響
」
は
北

新
地
で
の
人
気
が
高
く
、
同
社
も
「
こ
の
街

で
育
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
」
と
見
る
ほ
ど
だ
か
ら
、

満
を
持
し
て
の
登
場
と
な
る
。

　

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
熟
成
感
、
豊
か
な
味
わ
い
の
「
響
」
は
、

北
新
地
に
あ
わ
せ
た
、

プ
レ
ミ
ア
ム
ウ
イ
ス
キ
ー
を

使
っ
た
ハ
イ
ボ
ー
ル
。

「
山
崎
10
年
」に
続
き
、

「
響
12
年
」も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

　スタンディングの気軽なスタイルで、早い
時間には会社帰り客で、遅がけには締めの一
杯を求める客でにぎわう。「北新地ハイボー
ル」も人気で、「せっかく北新地に来たんだ
からと選んでくれる人が多いですね。山崎で
つくったハイボールは、肉料理などしっかり
した味のものをはじめ、どんなお料理にも相
性が良さそうですね」と店主の土井剛彦さん。

北新地からの声。
堂島米酒会所

　

ハ
イ
ボ
ー
ル
、
つ
ま
り
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ソ

ー
ダ
割
り
は
、
こ
の
数
年
で
「
ブ
ー
ム
」
を

越
え
、
も
は
や
「
定
番
」
と
化
し
た
。
し
か

し
、
本
当
の
愉
し
み
は
こ
こ
か
ら
。
ウ
イ
ス

キ
ー
と
い
う
芸
術
の
複
雑
で
奥
深
い
味
わ
い

を
知
る
人
向
け
に
サ
ン
ト
リ
ー
は
昨
年
、
シ

ン
グ
ル
モ
ル
ト
「
山
崎
10
年
」を
使
っ
た「
北

新
地
ハ
イ
ボ
ー
ル
」
を
提
案
。
こ
れ
が
北
新

地
を
中
心
に
ヒ
ッ
ト
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ウ
イ

ス
キ
ー
の
新
し
い
飲
み
方
が
広
ま
っ
た
。

　

同
社
の
チ
ー
フ
ブ
レ
ン
ダ
ー
輿
水
精
一
氏

が
挙
げ
る
ハ
イ
ボ
ー
ル
の
利
点
は
３
つ
。「
甘

く
華
や
か
な
個
性
が
際
立
つ
」「
爽
快
感
で

飲
み
口
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
」「
程
良
い
渋

味
や
酸
味
が
食
べ
物
の
味
わ
い
を
高
め
る
」。

常
に
食
と
の
相
性
を
考
え
、
日
本
人
に
合
う

ウ
イ
ス
キ
ー
の
飲
み
方
を
追
求
し
て
き
た
サ

ン
ト
リ
ー
な
ら
で
は
の
指
向
で
あ
る
。

ハ
イ
ボ
ー
ル
に
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
と

甘
い
余
韻
が
際
立
ち
、「
山
崎
」
に
比
べ
、

よ
り
繊
細
な
料
理
に
合
う
。
例
え
ば
、
白
身

魚
や
茶
わ
ん
蒸
し
、
塩
で
食
べ
る
天
ぷ
ら
。

グ
ラ
ス
は
、
口
が
す
ぼ
ま
り
、
香
り
が
よ
く

溜
ま
る
も
の
が
い
い
。「
北
新
地
ハ
イ
ボ
ー

ル
」
を
出
す
お
店
で
は
、
こ
の
た
め
に
サ
ン

ト
リ
ー
が
用
意
し
た
専
用
の
グ
ラ
ス
で

つ
く
っ
て
く
れ
る
。

　

ぎ
っ
し
り
氷
を
入
れ
、
明
る
い
琥
珀

色
の
ウ
イ
ス
キ
ー
と
冷
え
た
ソ
ー
ダ
を

ゆ
っ
く
り
注
げ
ば
、
北
新
地
の
夜
は
い
っ

そ
う
華
や
か
に
香
り
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

「響12年」は繊細でバランスが良く、
「山崎10年」はコクのある味わいと穀
物由来の甘みが特徴。

「北新地ハイボール」はこちらでは600円～。☎06-6347-5589　6:00PM ～ 2:00AM　日・祝休　地図→Ｐ23

地堂

島元
で
飲
む
か
ら
さ
ら
に
う
ま
い
!

 

北
新
地ハイ
ボ
ー
ル
物
語
。

「北新地ハイボール」実施店
用のロゴ入り提灯も今年から
登場。この提灯を目印にお店
を目指していただきたい。



　

人
間
の
身
体
能
力
の
限
界
に
ま

で
挑
戦
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、

照
明
や
衣
装
、
舞
台
美
術
な
ど
の

細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
で
、
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
て
い
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
集
団
「
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
」。
昨
年
の
６
月

ま
で
開
催
さ
れ
、
日
本
ツ
ア
ー
観

客
動
員
数
の
新
記
録
を
樹
立
し
た

公
演
、『
コ
ル
テ
オ
』
の
興
奮
も
冷

め
や
ら
ぬ
ま
ま
、
今
夏
『
ク
ー
ザ
』

が
中
之
島
に
や
っ
て
来
る
。

　
『
ク
ー
ザ
』
は
、
自
分
の
居
場
所

を
探
し
求
め
る
無
邪
気
な
少
年
の

物
語
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
宝

箱
」
を
意
味
す
る
“
K
O
Z
A
”

か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
タ
イ

ト
ル
ど
お
り
、
あ
る
日
突
然
、
少

年
の
下
に
大
き
な
箱
が
届
く
と
こ

ろ
か
ら
物
語
が
動
き
出
し
て
い
く
。

「
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
」
の

世
界
に
酔
い
し
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。（
金 

哲
志
・
本
誌
）

　

鉄
道
網
が
発
達
す
る
ま
で
交
通
・

運
搬
の
両
面
で
活
躍
し
た
「
川
蒸

気
船
」
が
上
り
下
り
し
て
い
た
明

治
期
の
淀
川
の
船
旅
を
追
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
、「
レ
ー

ル
＆
シ
ッ
プ
舟
運
復
活
！ 

淀
川
歴

史
探
訪
の
旅
」
が
、
こ
の
６
月
に

開
催
さ
れ
る
。
明
治
４３
年
（
１
９
１

０
）
の
淀
川
改
良
工
事
を
機
に
作

ら
れ
た
「
毛
馬
閘
門
」
の
通
過
体

験
や
、
枚
方
市
散
策
、
鍵
屋
資
料
館
、

淀
川
資
料
館
見
学
な
ど
、
見
ど
こ

ろ
も
充
実
。
船
内
で
は
語
り
部
に

よ
る
淀
川
の
歴
史
に
つ
い
て
の
解

説
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
淀
川

三
十
石
船
の
船
頭
衆
に
よ
っ
て
唄

わ
れ
、
大
阪
府
の
無
形
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
三
十
石
船

唄
」
も
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
川

か
ら
陸
か
ら
当
時
の
舟
運
に
思
い

を
馳
せ
て
、
淀
川
と
京
阪
沿
線
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
欲
し
い
。（
金 

哲
志
・
本
誌
）

２０１１年６月１日発行

ト
ウ
ミ
ン
月
報

　

万
城
目
学
氏
の
同
名
小
説
を
映

画
化
し
た
作
品
『
プ
リ
ン
セ
ス 

ト

ヨ
ト
ミ
』。「
大
阪
が
全
停
止
し
た
」

と
い
う
奇
想
天
外
な
設
定

で
物
語
が
展
開
し
、
こ
れ

ま
で
の『
鴨
川
ホ
ル
モ
ー
』

『
鹿
男
あ
を
に
よ
し
』
な
ど
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
、
壮
大
な
ホ
ラ
話

が
展
開
す
る
“
万
城
目
ワ
ー
ル
ド
”

全
開
な
作
品
だ
。

　

そ
の
公
開
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
ロ
ケ
写
真
パ
ネ
ル
展
で

は
、
映
画
の
シ
ー
ン
や
、
大
阪
城

や
大
阪
府
庁
で
の
ロ
ケ

風
景
を
収
め
た
写
真
パ

ネ
ル
約
２０
点
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。
作
中
で
も
最
重
要
地

点
と
な
る
大
阪
城
で
の
開
催
と
あ

り
、
原
作
フ
ァ
ン
に
は
嬉
し
い
パ

ネ
ル
展
だ
。
ま
た
天
守
閣
３
階
で

は
、
秀
吉
の
養
子
や
実
子
の
足
跡

と
実
像
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
「
プ

リ
ン
ス
・
豊
臣
」
展
、
天
守
閣
４

階
で
は
「
豊
臣
氏
の
城
と
城
下
町
」

展
も
同
時
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ

ち
ら
も
見
逃
せ
な
い
。（
金 

哲
志
・

本
誌
）
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レール&シップ 舟運復活! 淀川歴史探訪の旅
運航日／6月2日（木）・3日（金）・9日（木）・10日（金）
料金／上りの旅コース：大人4,900円（弁当・お茶付き）　
　　　下りの旅コース：大人4,200円（お菓子・お茶付き）
乗り場／上りの旅コース：八軒家浜船着場　
　　　　下りの旅コース：枚方船着場
集合時刻／上りの旅コース9:40AM（10:00AM出航）　
　　　　　下りの旅コース1:00PM（1:20PM）
所要時間／どちらも約2時間20分
予約・問い合わせ／アクアライナー予約センター☎0570-057771

『クーザ』
公演期間／8月4日（木）～11月6日（日）
会場／中之島ビッグトップ

（大阪・中之島特設会場）
入場料／Ｓ席:12,000円（8,000円）、
Ａ席9,500円（6,000円）、
Ｂ席・車イス席: 6,000円（4,000円）　
※カッコ内は子供料金

（3 歳～小学生。3 歳未満でも座席が
必要な場合は子供券をお求め下さい）
※土・日・祝はそれぞれ＋1,000円
問い合わせ／ダイハツ クーザ大阪公演事務局
☎06-7732-8890（10:00AM～7:00PM）
●詳しくはhttp://www.ktv.jp/kooza/

Costume: Marie-Chantale Vaillancourt
©2010,2011 Fuji Television

映画「プリンセス トヨトミ」ロケ写真パネル展
開催期間／6月30日（木）まで　9:00AM～5:00PM
会場／大阪城天守閣2階展示室　
料金／大人600円（天守閣入場料） 
※中学生以下、大阪市在住65歳以上の方、
障害者手帳等御持参の方は無料
●詳しくはhttp://www.osakacastle.net/

©2011 フジテレビジョン 関西テレビ放送 東宝
全国東宝系映画館にて公開中
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映
画
と
小
説
の
舞
台
、

大
阪
城
へ
!

映
画
と
小
説
の
舞
台
、

大
阪
城
へ
!

映
画
と
小
説
の
舞
台
、

大
阪
城
へ
!

川
と
陸
か
ら

淀
川
の
魅
力
を
再
発
見

川
と
陸
か
ら

淀
川
の
魅
力
を
再
発
見

川
と
陸
か
ら

淀
川
の
魅
力
を
再
発
見

ス
リ
ル
と
興
奮
に

満
ち
た
世
界
へ
!

ス
リ
ル
と
興
奮
に

満
ち
た
世
界
へ
!

ス
リ
ル
と
興
奮
に

満
ち
た
世
界
へ
!

　

文
学
の
は
じ
め
に
絵
本
が
あ
る

よ
う
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
お

け
る
絵
本
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
で

誕
生
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
楽
の

絵
本
」
が
、
今
年
の
夏
休
み
に
大

阪
市
中
央
公
会
堂
に
や
っ
て
く
る
。

ラ
イ
オ
ン
や
リ
ス
と
い
っ
た
可
愛

ら
し
い
動
物
た
ち
が
演
奏
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
聴
覚
だ
け
で
な
く

視
覚
的
な
世
界
観
を
つ
く
り
出
し
、

子
供
た
ち
を
音
楽
の
世
界
に
引
き

込
ん
で
い
く
。
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

で
、
動
物
た
ち
は
今
や
日
本
全
国

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
に
引

っ
張
り
だ
こ
だ
。

　

演
奏
曲
も
ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
い
っ
た
本
格
的

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
、
ル
パ
ン
三

世
の
テ
ー
マ
の
よ
う
な
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
や
、「
静
か
な
湖
畔
」
な
ど
民

謡
も
織
り
交
ぜ
、
一
流
の
調
べ
を

奏
で
て
く
れ
る
。　
（
金 

哲
志
・

本
誌
）

ズーラシアンブラスと
弦うさぎによる「音楽の絵本」
日時／7月31日（日）11:00AM～
会場／大阪市中央公会堂　大集会室
 （１F東側広場前鉄扉門入口より入場）
料金／大人2,000円　子供1,000円
 （3歳以上中学生以下）
問い合わせ／大阪市中央公会堂
☎06-6208-2002
●中央公会堂事務所及び
ローソンチケットにて販売中

　

中
之
島
バ
ン
ク
ス
に
あ
る
「
中

之
島
デ
ザ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム de 

sign de>

」
で
は
、
現
在
、「
野
井

成
正
の
表
現
―
外
か
ら
内
へ
／
内

か
ら
外
へ
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
生
ま
れ
の
空
間
デ
ザ
イ
ナ
ー
・

野
井
成
正
氏
が
手
が
け
て
き
た
表

現
活
動
を
振
り
返
る
展
覧
会
で
、

野
井
氏
の
こ
れ
ま
で
の
作
品
や
表

現
の
数
々
、
デ
ザ
イ
ン
し
て
き
た

実
物
も
含
め
た
資
料
展
示
に
よ
り
、

独
創
的
な
空
間
が
構
成
さ
れ
て
い

る
。
会
場
内
に
は「
き
づ
き
場
」「
ま

な
び
場
」「
た
ま
り
場
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
異
な
る
３
つ
の
場
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

て
い
る
。

　

特
に
「
き
づ
き
場
」
で
行
わ
れ

る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「de sign de 

> talk

」
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
最

も
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
の
一
つ

で
、
プ
レ
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
続
い

て
い
る
。
こ
の
ト
ー
ク
も
展
覧
会

に
合
わ
せ
た
内
容
と
な
り
、
６
月

９
日
（
木
）・
23
日
（
木
）
に
行
わ

れ
る
ト
ー
ク
に
は
野
井
氏
本
人
も

登
場
す
る
。
ま
た
、6
月
３
日
（
金
）

に
は
特
集
に
も
ご
登
場
（
Ｐ
８
）

の
［graf

］
服
部
滋
樹
氏
も
出
演
。

さ
ら
に
「
た
ま
り
場
」
は
野
井
氏

ほ
か
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
が
集
う

バ
ー
に
な
る
な
ど
、
大
阪
と
い
う

街
と
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
見
て

聞
い
て
（
飲
ん
で
？
）
学
べ
る
イ

ベ
ン
ト
だ
。　
（
金 

哲
志
・
本
誌
）

野井成正の表現－外から内へ／内から外へ
期間／7月3日（日）まで（月曜休）
時間／12:00PM～7:00PM（入場～6:30PM）
会場／中之島デザインミュージアム de sign de>
入場料／無料
問い合わせ／
中之島デザインミュージアムde sign de>
☎06-6444-4704
●各イベントなど、詳しくは
http://designde.jp/exhibition/

に
使
っ
た
家
庭
料
理
の
作
り
方
を

伝
授
し
、
と
も
に
味
わ
う
。
講
師

は
協
会
の
代
表
で
、
来
日
24
年
に

な
る
ト
プ
ラ
マ
オ
ー
ル
・
Ａ
・
キ

ャ
ー
ミ
ル
さ
ん
ほ
か
、
ト
ル
コ
人

の
主
婦
や
シ
ェ
フ
。
４
月
末
の
第

１
回
は
、
カ
ル
ヌ
・
ヤ
ル
ッ
ク
（
ナ

ス
ビ
の
肉
詰
め
）
な
ど

３
品
を
作
っ
た
。
原
則

は
第
２
・
４
土
曜
日
の
午

前
中
だ
が
、
２
人
以
上

な
ら
平
日
開
催
も
応
相

談
。「
試
食
の
み
の
参
加
も
可
」
と

い
う
の
が
う
れ
し
い
。

　

さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
的
に
使

う
の
も
あ
り
。
ト
ル
コ
の
ビ
ー
ル

や
ワ
イ
ン
を
片
手
に
、
コ
ー
ス
料

理
が
楽
し
め
る
。「
日
本
の
友
人
を

招
い
て
、
よ
く
開
い
て
い
た
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
再
現
し
た
い
」

と
キ
ャ
ー
ミ
ル
さ
ん
は
話
し
て
い

る
。　
（
松
本 

創
・
本
誌
）

トルコ文化協会
料理教室の受講料は１回
4,000円、２回で7,000
円（共に材料費込み）。
またレストランの利用は
こちらも２人以上からで、
コース 料 理3,000円 ～

（予約が必要）。問い合わ
せは☎06-6358-1201

動
物
た
ち
が
奏
で
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
調
べ

動
物
た
ち
が
奏
で
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
調
べ

動
物
た
ち
が
奏
で
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
調
べ

　

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
か
ら
ア
ラ
ビ
ア

書
道
ま
で
、
天
満
橋
か
ら
ト
ル
コ

へ
の
扉
を
開
く
「
ト
ル
コ
文
化
協

会
」
で
、
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
新

た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　

ま
ず
は
料
理
教
室
。
レ
ン
ズ
豆

の
ス
ー
プ
や
ヒ
ヨ
コ
豆
の
煮
込
み

な
ど
、
豆
類
や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

大
阪
と
デ
ザ
イ
ン
の

関
係
を
学
ぶ

大
阪
と
デ
ザ
イ
ン
の

関
係
を
学
ぶ

大
阪
と
デ
ザ
イ
ン
の

関
係
を
学
ぶ

ト
ル
コ
の
家
庭
料
理
を

教
室
＆
パ
ー
テ
ィ
ー
で

ト
ル
コ
の
家
庭
料
理
を

教
室
＆
パ
ー
テ
ィ
ー
で

ト
ル
コ
の
家
庭
料
理
を

教
室
＆
パ
ー
テ
ィ
ー
で
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京
阪
沿
線 

島
民
の
部
屋
か
ら
。

雑
居
ビ
ル
の
1
フ
ロ
ア
・
2
室
を
改
装
、

自
分
た
ち
の
生
活
に
合
わ
せ
て
変
わ
る
家
。

天
満 

阪
口
大
介
さ
ん・
岩
田
雅
希
さ
ん

取
材
・
文
／
大
迫 

力
（
本
誌
）　

写
真
／
李 

宗
和

グ
的
な
ス
ペ
ー
ス
に
、
も
う
一
方
は
寝
室
な

の
だ
が
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
代
わ
り
の
テ
ン
ト

（
！
）
の
横
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
が
置
か
れ

て
い
る
。
生
活
に
必
要
な
も
の
を
２
つ
の
部

屋
に
ざ
っ
く
り
と
は
め
込
ん
だ
よ
う
な
印
象

だ
が
、
不
思
議
と
こ
れ
が
う
ま
く
は
ま
っ
て

い
る
。
く
つ
ろ
ぐ
場
所
や
食
事
を
す
る
場
所
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
用
の
空
間
な
ど
、
異
な
る
機

能
の
ス
ペ
ー
ス
が
少
し
ず
つ
重
な
り
合
い
な

が
ら
部
屋
を
構
成
し
て
い
る
。

 　
「
間
取
り
っ
て
も
っ
と
自
由
で
良
い
し
、

決
め
つ
け
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う
ん
で
す

よ
」
と
阪
口
さ
ん
。
確
か
に
こ
の
部
屋
を
Ｌ

Ｄ
Ｋ
で
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、

自
分
た
ち
の
生
活
に
本
当
に
必
要
な
も
の
だ

け
を
選
び
取
っ
た
結
果
と
も
言
え
る
。「
リ

ビ
ン
グ
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
い
っ
た
考
え
方
は
、

戦
後
に
な
っ
て
広
ま
っ
た
も
の
。
個
室
だ
っ

て
、
中
高
校
生
の
子
供
が
い
な
け
れ
ば
必
要

な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
岩
田
さ
ん
の

一
言
に
は
、
ふ
と
気
づ
か
さ
れ
る
も
の
が
あ

る
。

 　
「
コ
ー
ナ
ー
」
と
2
人
が
呼
ん
で
い
る
そ

れ
ぞ
れ
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
も
面
白
い
。
ス
ペ

ー
ス
と
は
言
え
、
床
に
板
を
張
り
、
仕
切
り

で
囲
っ
た
だ
け
。
で
も
こ
れ
で
十
分
だ
と
２

人
は
口
を
揃
え
る
。「
住
ん
で
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
部
分
は
あ
る
。
だ
か
ら
後
か
ら
で

も
す
ぐ
に
動
か
せ
る
よ
う
に
」
と
阪
口
さ
ん
。

家
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
方
に
合
わ
せ
て
家
を
変

え
て
し
ま
え
ば
い
い
と
い
う
こ
と
か
。

　

天
満
と
言
う
と
、
市
場
を
想
像
し
て
し
ま

う
が
、
住
所
で
い
く
と
大
阪
天
満
宮
の
南
側

あ
た
り
に
な
る
。
４
〜
５
階
建
て
の
ビ
ル
が

建
ち
並
び
、
事
務
所
や
作
業
場
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
り
、
1
階
部
分
に
お
店
が
入
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
オ
フ
ィ
ス
街
と
言
え

な
く
も
な
い
が
、
高
い
建
物
も
な
く
、
す
ぐ

南
側
に
は
堂
島
川
北
岸
の
南
天
満
公
園
が
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
の
ん
び
り
し
た
雰
囲
気

が
漂
う
。
す
ぐ
近
く
に
水
や
緑
が
豊
富
な
住

み
良
い
エ
リ
ア
な
た
め
、
こ
う
し
た
ビ
ル
を

住
宅
と
し
て
使
う
人
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
阪

口
大
介
さ
ん
と
岩
田
雅
希
さ
ん
の
お
住
ま
い

も
そ
の
一
つ
だ
。

　

ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
が
知
り
合
い
だ
っ
た
縁

で
見
つ
け
た
部
屋
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
改

装
。
宅
建
主
任
者
の
資
格
を
持
つ
阪
口
さ
ん
、

建
築
士
で
あ
る
岩
田
さ
ん
と
い
う
住
ま
い
の

プ
ロ
ら
し
く
、
で
き
あ
が
っ
た
の
は
固
定
観
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
住
ま
い
方
の
家
だ
。

　

同
じ
フ
ロ
ア
に
あ
っ
た
２
部
屋
を
両
方
借

り
受
け
、
一
方
を
キ
ッ
チ
ン
の
あ
る
リ
ビ
ン

　天満橋駅すぐそばのOMMビル21階にある日本料理
店。［なだ万］で18年間修業を積んだ、総料理長・中
石浩伸さんの四季を感じさせる料理が味わえる。ご
覧の通り、大阪城を眼下に見下ろす眺望の良さも圧
巻で、阪口さん・岩田さんのお二人も「特別な機会に
使っています」とのこと。夜の懐石料理は5,775円～。
食事だけでなく、店名の由来にもなっている千利休
が手がけた「待庵」をイメージした一室「樂待庵」で
お茶会を開催することもできる。☎06-6910-3003 
11:30AM ～ 2:30PM　5:30PM ～ 9:00PM　無休

阪口大介さん（右）と岩田雅希さん
ご夫婦。お二人とも引っ越す前から
大阪市内に住んでいたが、驚いたの
は「都心なのにとても静かなこと」。
かといって人気がないわけではなく、
適度なにぎわいが心地よい。

上／天井の形を利用したクローゼット。布を吊るだけで収納スペー
スに。下／２室あるうちの、寝室のある部屋。布団で寝たいけれど
上げ下ろしは面倒、でも万年床になるのは嫌…で、テント。「ホコ
リがたたなくて良いですよ」と岩田さん。奥に見えるのが岩田さん
の趣味用スペース。

リビング的スペースのある部屋の玄関を開けると、いきなりこ
んな感じ。この日は友人たちを招いた食事会だった。キッチン
の魚の落書きは、遊びに来たちびっ子たちが描いたもの。

うちの近所のお気に入り。

樂待庵 Data 昭和45年頃に建てられた４
階建てビルの２室を改装。２室の広
さは40平米と35平米（ベランダ付
き）。家賃は「格安です」とのこと。
京阪電車天満橋駅から徒歩5分ほど
で、ベランダからは南天満公園が見
える。改装は阪口さんがほぼ一人で。
仕切りなどのアイデアは、ホームセ
ンターで資材を見ながらその場で考
えたのだそう。

リビング（？）の真ん中に仕切
られた一角は、阪口さんの趣味
用スペース。なんて自由！

ら く た い あ ん
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次号予告中之島からはじまる旅
古くは熊野詣に三十石船、現代ではアクアライナーでめぐるクルーズまで、
中之島からはじまる新旧さまざまな「旅」を取り上げます。

●『月刊島民』vol.36は2011年7月１日発行です！
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（淀屋橋odona／P11）

ナカノシマ大学
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開催!

ナカノシマ大学
6月・7月講座
開催!
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バーガー
（P7）
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堂島米酒会所（P17）

中之島ビッグトップ（P18）

モンシュシュ（P3）

花外楼
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WHISKY SHOP W.
カーヴ・ド・ヴァン（P3）

樂待庵
（OMMビル／P21）

P5に詳細図

中
之
島
駅

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 本店／旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 
天満橋店／ MARUZEN＆ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／ブックスタジオ／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 梅田店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素　食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市社会福
祉研修・情報センター／大阪市中央公会堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪フィルハ
ーモニー会館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院　大阪城スクエア／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスク
ール／芝川ビル／市立住まい情報センター／中央電気倶楽部／ホテルNCB ／メビック扇町／ろうきんギャラリー心斎橋

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／ Ultra 2nd ／江戸前鰻料理 志津可／ EXPO CAFE ／ MJB珈琲店／大西洋服店／ＯＯＯ（オーー）／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA ／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／じろう亭／Girond's JR ／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／テ
ィーハウスムジカ／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／ NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／ BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウス／ミニジロー／
宮崎歯科／やきとり ばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／ LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館　［店舗・医院など］
あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御船かもめ／Calo Bookshop and cafe ／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオ
サカ／ MANGUEIRA ／ Loop Ａ
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／ Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房 くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳堂／
大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 新宿店／ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

治
８
年
（
１
８
７
５
）、
大
阪
・
北
浜
。

当
時
の
明
治
政
府
の
要
職
に
あ
っ
た
、

大
久
保
利
通
・
木
戸
孝
允
・
板
垣
退
助
・
伊

藤
博
文
・
井
上
馨
ら
が
集
い
、
今
後
の
政
府

の
運
営
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
教
科

書
に
言
う
「
大
阪
会
議
」
で
あ
る
。
こ
の
会

合
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
、
土
佐
堀
川
に
面

し
て
建
つ
料
亭
［
花
外
楼
］
だ
っ
た
。
天
保

年
間
に
加
賀
の
国
出
身
の
伊
助
と
呼
ば
れ
る

人
物
が
、「
加
賀
伊
」
の
名
で
料
理
旅
館
を

開
い
た
の
が
始
ま
り
。［
花
外
楼
］
の
名
は
、

大
阪
会
議
の
折
、
そ
の
成
功
を
喜
ん
だ
木
戸

孝
允
が
命
名
し
た
も
の
。
そ
の

時
に
揮
毫
し
た
扁
額
の
文
字
が

現
在
の
屋
号
と
な
り
、
今
も
残

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
老
舗
が
、
建
物
の
老
朽

化
の
た
め
７
月
い
っ
ぱ
い
で
現

在
の
店
舗
で
の
営
業
を
一
旦
終

了
し
、
改
修
工
事
を
行
う
と
い

う
。
長
ら
く
愛
さ
れ
た
建
物
を
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
お
う
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
、

去
る
５
月
８
日
に
は
、「
花
外
楼
１
日
歴
史

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
題
し
た
館
内
見
学
を
開

催
。
日
本
史
に
も
残
る
名
店
を
見
逃
す
ま
じ

と
、
島
民
編
集
部
も
も
ち
ろ
ん
参
加
し
た
。

間
に
入
る
と
ま
ず
目
を
奪
わ
れ
る
の

が
、
見
事
な
天
井
の
し
つ
ら
え
。
２

階
は
薄
い
板
を
編
み
合
わ
せ
た
網
代
天
井
、

３
階
は
亀
甲
形
が
い
か
に
も
賑
々
し
い
格
子

天
井
と
、
趣
が
異
な
る
の
も
さ
す
が
で
あ
る
。

川
を
見
渡
せ
る
茶
の
間
や
個
室
、
奥
行
き
の

あ
る
床
の
間
な
ど
建
築
だ
け
で
も
見
ど
こ
ろ

は
尽
き
な
い
が
、
参
加
者
が
感
嘆
の
声
を
上

げ
た
の
は
、
館
内
に
展
示
さ
れ
た
店
ゆ
か
り

の
品
々
で
あ
る
。

　

目
に
も
鮮
や
か
な
器
や
屏
風
、
絵
画
な
ど

に
混
じ
っ
て
多
か
っ
た
の
が
、
歴
史
上
の
人

物
に
よ
る
書
。
大
阪
会
議
の
参
加
者
の
み
な

ら
ず
、
高
橋
是
清
、
桂
太
郎
、
山
縣
有
朋
と

い
っ
た
歴
代
首
相
経
験
者
や
、
三
井
財
閥
の

創
業
者
・
岩
崎
弥
太
郎
な
ど
財
界
人
も
多
く
、

そ
の
名
前
だ
け
で
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
調
度
品
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
見
て
い

た
だ
き
た
か
っ
た
の
は
こ
の
建
物
。
こ
れ
を

機
会
に
料
亭
と
は
ど
ん
な
場
所
な
の
か
を
知

っ
て
、
ま
た
お
食
事
な
ど
に
来
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
、
総
支
配
人
の
明
石
佳
将
さ
ん
は

話
す
。
こ
の
日
は
最
終
的
に
１
６
０
０
人
を

超
え
る
来
場
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
人
々
の
記
憶
と
共
に
、
名
店
は
ま
た
歴
史

を
重
ね
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

左／開始時間の午前11時ちょうどに到着すると、すでに長蛇の列が。お店の人によ
ればあまりの行列に開始時間を少し早めたそう。右／［花外楼］の徳光孝信社長。「変
わる前の姿が、みなさんの心に残れば嬉しいですね」

明広

現在の店舗は７月末で一旦営業を終
了し、８月から工事に入る。再開は
2014年の秋頃を予定。その間も、
近くに別店舗を設けて営業を続ける。
また、現店舗の記憶をとどめるべく、
館内を撮影したオリジナルDVD

（1,000円）を作成。７月までは現店
舗で購入できる。☎06-6231-7214

花
か

外
がい

楼
ろう

老
舗
料
亭﹇
花
外
楼
﹈は
、

や
っ
ぱ
り
ス
ゴ
か
っ
た
。

広間はさながら ＂展示室＂に。名残を惜しむように参加者はみな熱心に見入っていた。
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